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政
治
的
言
語
を
考
察
す
る
た
め
の
枠
組
み
に
つ
い
て

大
河
原

伸

夫

は
じ
め
に

一

表
現
の
比
喩
性

二

表
現
と
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー

お
わ
り
に

は

じ

め

に

い
か
な
る
こ
と
を
政
治
と
と
ら
え
る
に
せ
よ
、
言
語
使
用
が
政
治
の
重
要
な
部
分
を
成
す
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
政
治
的
言
語
を
考
察

す
る
た
め
の
一
つ
の
枠
組
み
は
、

字
義
通
り
の
意
味
を
持
つ
表
現

と

説
得
・
支
持
調
達
・
動
員
の
た
め
使
用
さ
れ
る
比
喩
的
表
現

と

い
う
二
分
法
か
ら
成
る１

）。
本
稿
に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
代
わ
る
、
三
分
法
か
ら
成
る
枠
組
み
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
は
抽
象
概
念
の
構
築
に

関
す
る
Ｇ
・
レ
イ
コ
フ
（L

a
k
o
ff

）
と
Ｍ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（Jo

h
n
so
n

）
の
一
連
の
認
知
意
味
論
的
な
研
究
｜
「
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
」
論
｜
で

提
示
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る２

）。
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彼
ら
の
議
論
を
、
次
の
四
点
に
ま
と
め
よ
う
。

一
）
抽
象
概
念
は
、
身
体
的
経
験
に
直
接
根
ざ
す
概
念
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
「
痛
み
」（

目
標
（ta

rg
et

）」
概
念
）
は
、

存
在
物
」（

起
点
」
概
念
）
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、

存
在
物
」
の
要
素
（
た
と
え
ば
、
な
く
な
り
得
る
も
の
）
が
、

痛
み
」
の
要
素
を
も
成
す
よ
う
に
な
る
。

そ
し
て
、

痛
み
」
と
い
う
「
メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル
な
物
」
が
措
定
さ
れ
る
に
至
る
。）

二
）

概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
」
は
、

目
標
」
概
念
が
「
起
点
」
概
念
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
た
結
果
生
ず
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
間
の
対
応

で
あ
る
。
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
「
目
標
は
目
的
地
（P

U
R
P
O
S
E
S A

R
E D

E
S
T
IN
A
T
IO
N
S

）」
は
、

目
標
」
の
要
素
と
「
目
的
地
」
の

要
素
の
間
の
対
応
で
あ
る
。
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
「
社
会
集
団
は
容
器
（S

O
C
IA
L
 
G
R
O
U
P
S A

R
E
 
C
O
N
T
A
IN
E
R
S

）」
は
、

社
会
集

団
」
の
要
素
と
「
容
器
」
の
要
素
の
間
の
対
応
で
あ
る
。

三
）
抽
象
概
念
が
「
存
在
物
」
な
ど
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
、
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
が
成
立
す
る
こ
と
は
、
通
常
意
識
さ
れ
な
い
。
そ
れ
故
、

概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
に
由
来
す
る
「
メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル
な
表
現
」（
た
と
え
ば
「
痛
み
が
消・
え・
た・
」）
は
、
比
喩
的
と
は
認
識
さ
れ
ず
、
字
義
通

り
の
意
味
を
持
つ
と
認
識
さ
れ
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
言
語
表
現
に
つ
い
て
、

字
義
通
り
の
意
味
を
持
つ
表
現

風
船
が
上

が
っ
た
」）、

概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
に
由
来
し
、
字
義
通
り
の
意
味
を
持
つ
と
認
識
さ
れ
る
表
現

（

彼
は
理
論
を
構
築
し
た
」）、
及
び

比

喩
的
表
現

彼
の
理
論
は
ガ
ー
ゴ
イ
ル
で
お
お
わ
れ
て
い
る
」）
と
い
う
三
分
法
が
成
り
立
つ
。

四
）
抽
象
概
念
の
「
存
在
物
」
な
ど
に
基
づ
く
構
築
を
通
じ
、

現
実
」
が
構
成
さ
れ
る
。

文
化
に
よ
っ
て
は
、

時
間
」
の
「
有
用
な

物
」
に
基
づ
く
構
築
を
通
じ
、

時
間
」
を
「
与
え
る
」
あ
る
い
は
「
無
駄
に
す
る
」
こ
と
は
「
現
実
」
の
一
部
と
な
る
。）
既
存
の
概
念
メ

タ
フ
ァ
ー
の
批
判
的
検
討
は
、

現
実
」
の
批
判
的
検
討
の
一
手
段
を
成
す３

）。

さ
て
、
抽
象
概
念
（
た
と
え
ば
「
権
力
」）
は
、
政
治
的
言
語
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
抽
象
概
念
を
含
む
個
々
の
表
現
の
背
後
に
あ
る

概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
を
特
定
す
れ
ば
、
政
治
的
「
現
実
」
の
一
側
面
｜
身
体
的
経
験
を
基
礎
と
し
て
、
意
識
さ
れ
な
い
ま
ま
構
成
さ
れ
る
側
面

｜
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
点
は
、

お
わ
り
に
」
で
再
び
取
り
上
げ
る
。）
も
ち
ろ
ん
、
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
論
の
政
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治
的
言
語
の
考
察
へ
の
適
用
に
お
け
る
関
心
は
、
多
様
で
あ
り
得
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
適
用
の
際
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
表
現
は
、

字

義
通
り
の
意
味
を
持
つ
と
認
識
さ
れ
る

、

抽
象
概
念
を
含
む
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
に
由
来
す
る

と
い
う
二
つ
の
条
件
を
満
た
す
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い４

）。

政
治
的
言
語
の
考
察
に
レ
イ
コ
フ
ら
の
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
論
を
用
い
よ
う
と
す
る
、
様
々
な
試
み
が
為
さ
れ
て
き
た
。
最
近
（
二
〇
〇
八

年
以
降
）
刊
行
さ
れ
た
書
籍５

）と
し
て
は
、A

h
ren

s 2009

（
所
収
の
論
文
十
二
点
の
う
ち
七
点
）、C

a
rv
er a

n
d P

ik
a
lo 2008

（
所
収
の
論

文
十
八
点
の
う
ち
七
点
）、
及
びM

u
so
lff 2010

が
、
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
論
の
適
用
を
試
み
て
い
る
。
し
か
し
、
前
記
の
二
条
件
を
満
た
す

表
現
に
着
目
し
て
い
る
と
無
条
件
に
述
べ
得
る
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い６

）。
言
語
表
現
に
関
し
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
論
が
提
示
す
る
三
分
法
は
、

政
治
的
言
語
の
考
察
に
未
だ
充
分
に
活
か
さ
れ
て
い
な
い
。

本
稿
に
お
い
て
は
最
近
刊
行
の
書
籍
三
点
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
前
記
の
二
条
件
を
満
た
す
表
現
に
着
目
し
て
い
る
と
無
条

件
に
述
べ
得
な
い
こ
と
を
具
体
的
に
示
す
。
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
論
を
政
治
的
言
語
の
考
察
に
用
い
る
際
、
焦
点
を
合
わ
せ
る
べ
き
は
そ
う
し

た
表
現
で
あ
る
と
確
認
す
る
こ
と
｜
そ
れ
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

以
下
、

一
」
で
、
着
目
し
て
い
る
表
現
が

字
義
通
り
の
意
味
を
持
つ
と
認
識
さ
れ
る

と
い
う
条
件
を
満
た
し
て
い
る
か
と
い
う
角

度
か
ら
、
ま
た
「
二
」
で
、
着
目
し
て
い
る
表
現
が

抽
象
概
念
を
含
む
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
に
由
来
す
る

と
い
う
条
件
を
満
た
し
て
い
る

か
と
い
う
角
度
か
ら
、
諸
文
献
を
検
討
す
る
。
な
お
、
諸
文
献
が
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
論
の
提
示
す
る
三
分
法
を
充
分
に
活
か
し
て
い
な
い
と

指
摘
し
て
も
、
政
治
的
言
語
の
考
察
と
し
て
そ
れ
ら
が
持
つ
価
値
を
疑
問
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

一

表
現
の
比
喩
性

ま
ず
、

政
治
」
の
構
築
に
つ
い
て
論
ず
るH

o
n
o
h
a
n 2008

及
びS

ten
v
o
ll 2008

、

モ
デ
ル
」
を
取
り
上
げ
るY

a
n
o
w
 
2008

、

権
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力
」
に
つ
い
て
論
ず
るM

eier a
n
d L

o
m
b
a
rd
o 2009

な
ど
、
七
点
の
文
献
を
検
討
し
よ
う
。
こ
れ
ら
は
、

比
喩
的
表
現

に
着
目
し
て

い
る
。

H
o
n
o
h
a
n
 
2008

は
、
前
お
き
で
「
メ
タ
フ
ァ
ー
は
政
治
的
言
語
に
単
に
装
飾
を
施
す
の
で
は
な
く
、
政
治
と
い
う
分
野
そ
の
も
の
の
構

築
に
関
与
す
る
」
と
述
べ
、L

a
k
o
ff a

n
d Jo

h
n
so
n 1980

に
言
及
し
て
い
る
（p

p
.69

70

）
。
し
か
し
本
論
で
取
上
げ
て
い
る
の
は
、
①

「
政
治
的
共
同
体
の
概
念
的
・
実
際
的
理
解
を
表
現
す
る
メ
タ
フ
ァ
ー
」
と
し
て
の
「
統
治
体
（b

o
d
y p

o
litic

）」
及
び
「
国
家
と
い
う
船
」

p
p
.70

71

）、
②
「
国
民
」
に
関
す
る
「
様
々
な
家
族
メ
タ
フ
ァ
ー
｜
特
に
目
立
つ
の
は
母
国
あ
る
い
は
祖
国
の
メ
タ
フ
ァ
ー
」（p

.73

）、

③
「﹇
家
族
の
メ
タ
フ
ァ
ー
の
﹈
代
替
物
と
し
て
し
ば
し
ば
提
案
さ
れ
る
メ
タ
フ
ァ
ー
」
と
し
て
の
「
市
民
的
『
友
情
』」（p

.75

）、
④
「
現

代
政
治
、
と
り
わ
け
選
挙
政
治
、
に
お
い
て
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
『
チ
ー
ム
』
の
メ
タ
フ
ァ
ー
」（p

.77

）、
⑤
「
学
術
的
な
政
治
学
か
ら

取
り
出
さ
れ
、
現
実
政
治
に
吸
収
さ
れ
た
メ
タ
フ
ァ
ー
」
と
し
て
の
「
社
会
資
本
」（p

.78

）
な
ど
で
あ
る
。

メ
タ
フ
ァ
ー
」
は
「
政
治
と

い
う
分
野
そ
の
も
の
の
構
築
に
関
与
す
る
」
と
述
べ
る
と
き
、
著
者
の
念
頭
に
あ
る
の
は
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
で
は
な
く
、

比
喩
的
表
現

で
あ
る
。

S
ten

v
o
ll 2008

は
、

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
妊
娠
中
絶
、
及
び
新
し
い
生
殖
技
術
」（p

.30

）
に
関
し
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
議
会
（
一
九
五

〇
年
代
〜
一
九
九
〇
年
代
）
で
展
開
さ
れ
た
「
滑
り
や
す
い
坂
道
（slip

p
ery

 
slo
p
e

）
の
議
論７

）」
の
分
析
で
あ
る
。
著
者
は
「
滑
り
や
す

い
坂
道
」
及
び
類
似
の
諸
表
現
（

パ
ン
ド
ラ
の
箱
を
開
け
る
」（p

.28

）、

ル
ビ
コ
ン
を
渡
る
」（p

.32

）、

ド
ミ
ノ
効
果
」（p

.35

）
な
ど
）

に
着
目
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
「
人
々
の
政
治
の
理
解
・
経
験
・
実
践
の
仕
方
を
形
づ
く
る
幾
つ
か
の
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
の
表
現
で
あ

る
」（p

.35

）
と
述
べ
、

政
治
は
物
理
現
象
」
な
ど
の
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
を
挙
げ
て
い
る
（p

p
.35,

39

）。
し
か
し
、

滑
り
や
す
い
坂
道
」

等
々
は

比
喩
的
表
現

で
あ
る
。
な
お
著
者
の
関
心
は
、

概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
で
は
な
く
）「
言
語
使
用
」
が
「
ど
の
よ
う
に
政
治
を
形
づ

く
る
か
」（p

.39

）
と
い
う
点
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。

滑
り
や
す
い
坂
道
の
メ
タ
フ
ァ
ー
は
政
治
を
物
化
し
（reifies

）、
境
界
が
不
明

瞭
で
あ
る
抽
象
的
な
社
会
的
存
在
物
﹇
政
策
な
ど
﹈
を
、
境
界
が
明
瞭
な
物
体
と
す
る
」（p

.39

）
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

論 説

（法政研究78-３- ）88 434



Y
a
n
o
w
 
2008

は
、

メ
タ
フ
ァ
ー
」
を
「
の・
モ
デ
ル
（m

o
d
els of

）
及
び
「
た・
め・
の・
モ
デ
ル
（m

o
d
els for

）」
と
と
ら
え
、
二
つ
の

事
例
を
分
析
し
て
い
る
。

の・
モ
デ
ル
」
と
は
、

状
況
の
﹇
中
略
﹈
ま
だ
明
確
化
さ
れ
て
い
な
い
理
解
の・
モ
デ
ル
」
で
あ
る
。

た・
め・
の・
モ
デ
ル
」
と
は
、

状
況
の

中
で
行
動
す
る
た・
め・
の・
モ
デ
ル
」
で
あ
る
（p

.226

）。
た
と
え
ば
「
住
宅
の
腐・
朽・
（h

o
u
sin
g
 
d
ecay

）」
と
い
う
「
メ
タ
フ
ァ
ー
」
は
、

「
住
宅
は
、
歯
（
あ
る
い
は
自
然
界
の
他
の
物
質
）
が
腐
朽
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
劣
化
す
る
と
い
う
観
念
」
を
具
体
化
す
る
。

住
宅
と

歯
の
間
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
明
示
的
に
頼
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
前
に
、﹇
住
宅
と
歯
の
間
に
﹈
関
連
性
が
あ
っ
た
。
言
語
使
用
が
両

者
の
関
連
性
を
明
確
化
し
た
」。）
ま
た
こ
の
メ
タ
フ
ァ
ー
は
、
歯
科
医
が
問
題
の
あ
る
歯
を
抜
き
新
し
い
歯
を
入
れ
る
よ
う
に
、
問
題
の
あ

る
住
宅
を
撤
去
し
新
し
い
住
宅
を
建
設
す
る
こ
と
を
、
妥
当
な
行
動
と
し
て
含
意
す
る
。

メ
タ
フ
ァ
ー
は
、
事
前
の
理
解
の
モ
デ
ル
か
ら
、

後
の
行
動
の
た
め
の
モ
デ
ル
へ
と
進
む
」（p
p
.226

228

）。

な
お
著
者
は
、

住
宅
の
腐・
朽・
」
と
い
う
メ
タ
フ
ァ
ー
が
、
住
民
の
「
社
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
閑
却
し
た
点
を
批
判
し
て
い
る
（p

.228

）。）

著
者
は
、
そ
の
「
メ
タ
フ
ァ
ー
」
論
が
「
認
知
的
理
論
（
た
と
え
ば
レ
イ
コ
フ
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
一
九
八
〇
年
に
、
そ
し
てL

a
k
o
ff

 
a
n
d
 
Jo
h
n
so
n
 
1999

な
ど
そ
の
後
の
研
究
で
、
明
確
化
し
た
立
場
）
に
依
存
し
、
ま
た
、
メ
タ
フ
ァ
ー
を
行
動
の
文
脈
で
理
解
す
る

シ
ョ
ー
ン
（S

ch
o
n

）
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
哲
学
﹇
中
略
﹈
に
も
依
存
す
る
」
と
述
べ
る
（p

.230

）。
し
か
し
「
モ
デ
ル
」
と
し
て
の

「
メ
タ
フ
ァ
ー
」
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
着
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、

住
宅
の
腐
朽
」
の
よ
う
な

比
喩
的
表
現

で
あ
る
。
第
一
の
事
例

分
析
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
」
に
関
す
る
「
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
と
い
う

「
メ
タ
フ
ァ
ー
」
で
あ
る８

）。

M
eier a

n
d
 
L
o
m
b
a
rd
o
 
2009

は
、
男
女
不
平
等
問
題
に
関
す
る
オ
ラ
ン
ダ
及
び
ス
ペ
イ
ン
の
政
策
文
書
（
一
九
九
五
年
〜
二
〇
〇
四

年
）
を
素
材
と
し
、
そ
の
中
で
為
さ
れ
て
い
る
「
権
力
」
へ
の
言
及
を
考
察
し
て
い
る
。
第
一
節
（

序
論
」）
は
、
次
の
よ
う
に
始
ま
っ
て

い
る
。

本
章
は
、
政
治
に
お
け
る
男
女
不
平
等
に
関
し
、
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
パ
ワ
ー
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
、﹇
用
い
ら
れ
て
い
る
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と
す
れ
ば
﹈
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
問
題
を
検
討
す
る
。﹇
中
略
﹈
中
心
的
な
仮
説
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
政
治
に

お
け
る
男
女
不
平
等
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
﹇
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ペ
イ
ン
の
﹈
政
策
文
書
は
、
パ
ワ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
対
す
る
｜
ジ
ェ
ン
ダ
ー

に
関
わ
る
｜
重
大
な
障
壁
を
構
成
す
る
か
も
し
れ
な
い
よ
う
な
、
パ
ワ
ー
の
概
念
化
を
含
ん
で
い
る
」

p
.235

）。

第
四
節
（

政
治
に
お
け
る
男
女
不
平
等
に
関
す
る
オ
ラ
ン
ダ
と
ス
ペ
イ
ン
の
政
策
文
書
中
の
権
力
及
び
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
」）
の
三
箇
所

で
、
政
策
文
書
中
の
「
権
力
」
へ
の
言
及
が
、

メ
タ
フ
ァ
ー
」
の
語
を
用
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

一
）

最
も
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
メ
タ
フ
ァ
ー
の
一
つ
は
、
政
治
的
権
力
の
座
﹇
中
略
﹈
へ
の
『
ア
ク
セ
ス
』
と
い
う
メ
タ
フ
ァ
ー
で
あ

る
。
こ
の
メ
タ
フ
ァ
ー
に
よ
り
、
権
力
は
密
室
｜
女
性
が
そ
こ
に
は
い
る
に
は
、
そ
の
ド
ア
が
開
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｜
の
中
の
何
か

で
あ
る
と
我
々
は
考
え
る
」（p

.242

）。
レ
イ
コ
フ
ら
の
議
論
に
従
え
ば
、

権
力
」
を
「
密
室
」
中
の
「
何
か
」
と
我
々
が
（
無
意
識
の
う

ち
に
）「
考
え
る
」
故
に
、

ア
ク
セ
ス
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
筈
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
の
「
ア
ク
セ
ス
」
は
、

権
力
」
と
「
密
室
中
の
何
か
」
の
類
似
性
を
示
唆
す
る

比
喩
的
表
現

で
あ
ろ
う
。

二
）

政
治
的
な
機
関
に
女
性
枠
を
設
け
る
こ
と
は
、
権
力
構
造
へ
の
女
性
の
接
近
﹇
中
略
﹈
に
対
す
る
障
害
物
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
提

案
さ
れ
て
い
る
解
決
策
の
一
部
で
あ
る
。﹇
中
略
﹈
興
味
深
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
文
書
で
使
用
さ
れ
て
い
る
主
要
な
メ
タ
フ
ァ
ー
が
﹇
中
略
﹈

『
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
ス
』、『
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
参
加
』﹇
中
略
﹈
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
政
治
に
女
性
枠
を
導
入
す
る
根
拠
は
、
し
ば
し
ば
、『
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
ス
』
の
メ
タ
フ
ァ
ー
｜
そ
れ
は
、
皿
の
上
で

男
女
が
同
じ
重
さ
を
持
っ
て
い
る
秤
の
イ
メ
ー
ジ
を
示
唆
す
る
｜
を
通
じ
て
示
さ
れ
て
い
る
」（p

.243

）。
こ
こ
で
著
者
は
、

バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
ス
」
等
の
「
メ
タ
フ
ァ
ー
」
を
、

秤
の
イ
メ
ー
ジ
」
と
結
び
つ
い
た

比
喩
的
表
現

と
把
握
し
て
い
る
。

三
）
ス
ペ
イ
ン
の
議
会
演
説
の
中
に
、
『
権
力
』
を
、『
分
か
ち
合
う
』
べ
き
『
ケ
ー
キ
』
と
し
て
提
示
す
る
」
も
の
が
あ
る
（p

.244

）。

演
説
中
の
「
ケ
ー
キ
」
と
い
う
表
現
は
、

比
喩
的
表
現

で
あ
る
。

以
上
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
政
策
文
書
に
お
け
る
「
権
力
」
へ
の
言
及
に
つ
い
て
、
著
者
が
着
目
す
る
の
は

比
喩
的
表
現

で
あ
る
。
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V
ertessen a

n
d D

e L
a
n
d
tsh
eer 2008

は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
政
治
家
の
メ
タ
フ
ァ
ー
使
用
を
、
二
〇
〇
三
年
の
新
聞
記
事
及
び
テ
レ
ビ
放

送
を
用
い
て
考
察
し
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、

メ
タ
フ
ァ
ー
」
研
究
に
は
「
二
つ
の
重
要
な
ア
プ
ロ
ー
チ
」
が
あ
る
。
第
一
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
お
い
て
は
、

メ
タ
フ
ァ
ー
」
は
「
レ
ト
リ
カ
ル
か
つ
言
語
的
な
要
素
」
で
あ
る
。
第
二
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
は
、

メ
タ

フ
ァ
ー
」
は
「
認
知
的
あ
る
い
は
概
念
的
手
段
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
思
考
を
導
く
」。

概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
は
、
お
お
む
ね
気
づ
か
れ
な
い

ま
ま
で
あ
る
」。

レ
イ
コ
フ
（L

a
k
o
ff a

n
d Jo

h
n
so
n
 
1980

）
の
か
な
り
最
近
の
認
知
メ
タ
フ
ァ
ー
理
論
は
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
中
で

最
も
目
立
つ
も
の
で
あ
る
」。
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
上
で
、
著
者
は
両
ア
プ
ロ
ー
チ
を
「
結
合
」
し
、

メ
タ
フ
ァ
ー
」
を
「
重
要
な
認
知

的
・
感
情
的
効
果
」
を
持
ち
得
る
「
言
語
的
要
素
」
と
把
握
す
る
（p

p
.272

273

）。
そ
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
・
ゲ
ー
ム
・
演
劇
の
メ
タ
フ
ァ
ー
」

な
ど
六
種
類
の
「
メ
タ
フ
ァ
ー
」
に
言
及
し
て
い
る
（p

.277

）。
以
上
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

認
知
的
・
感
情
的
効
果
」
を
持
つ
も
の
と
し

て
著
者
が
着
目
す
る
の
は
、

比
喩
的
表
現

で
あ
る
。

M
u
so
lff 2010

は
「
身・
体・
を
基
礎
と
す
る
政
治
的
メ
タ
フ
ァ
ー
」
（p

.8

）
に
注
目
し
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
『
我
が
闘
争
』
及
び
ナ
チ
ス
の
宣

伝
を
分
析
し
て
い
る
（
第
一
部
）。
ま
た
、
中
世
以
降
の
西
洋
文
化
史
に
お
け
る
そ
う
し
た
メ
タ
フ
ァ
ー
を
考
察
し
て
い
る
（
第
二
部
）。

第
一
章
「
序
論
」
で
、

身
体
・
病
・
寄
生
虫
と
い
う
『
起
点
』
概
念
に
含
ま
れ
る
諸
前
提
」
と
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
わ
る
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
（
及
び
慣
行
）
と
い
う
『
目
標
』
レ
ベ
ル
に
お
け
る
政
治
的
結
論
」
の
間
の
「
認
知
的
結
び
つ
き
」
が
、

本
研
究
第
一
部
の
中
心
」

に
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（p

.4

）。
ま
た
第
五
章
「
方
法
論
的
な
反
省
」
に
お
い
て
、

身・
体・
と
し
て
の
国
家
あ
る
い
は
国
民
と
い
う
観

念
を
取
り
巻
く
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
複
合
体
の
歴
史
的
展
開
」
を
跡
づ
け
る
た
め
に
は
、L

a
k
o
ff a

n
d
 
T
u
rn
er 1989

な
ど
「
初
期
の
認
知

的
メ
タ
フ
ァ
ー
分
析
」
を
発
展
さ
せ
る
、
す
な
わ
ち
「
文
化
・
歴
史
的
視
点
と
認
知
的
視
点
を
結
合
す
る
」
必
要
が
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い

る
（p
p
.74

76

）。

さ
て
、
同
書
中
最
も
詳
細
に
分
析
さ
れ
て
い
る
テ
ク
ス
ト
は
、『
我
が
闘
争
』
で
あ
る
。
第
三
章
「『
我
が
闘
争
』
に
お
け
る
政
治
的
カ
テ

ゴ
リ
ー
と
し
て
の
身・
体・
、
自・
然・
、
及
び
病・
気・
」
全
体
が
、
そ
の
分
析
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
同
章
で
著
者
は
、『
我
が
闘
争
』
中
の
「
生
物
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学
的
・
医
学
的
・
生
理
学
的
用
語
」（

身
体
」、

血
液
」、

病
気
」、

寄
生
生
物
」
な
ど
）
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
は
「
メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル

に
使
用
さ
れ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
、『
本
来
の
』
生
物
学
的
・
医
学
的
主
題
で
は
な
く
、
社
会
・
政
治
的
な
問
題
に
関
わ
っ
て
い
る
」
と
述
べ

る
（p

.24
）。
ま
た
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
「
ユ
ダ
ヤ
人
を
で
き
る
限
り
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
に
描
写
す
る
と
い
う
彼
の
目
的
」
か
ら
、

血・
液・
に・
毒・
を・
注・
ぎ・

込・
む・
行・
為・
者・
」
と
い
う
表
現
を
選
ん
だ
と
述
べ
る
（p

p
.27

28

）。『
我
が
闘
争
』
か
ら
は
、
以
下
を
引
用
し
て
い
る
。

同
じ
こ
と
﹇
破
滅

的
で
な
い
病
気
は
、
人
間
は
そ
れ
に
慣
れ
て
し
ま
う
の
で
、
か
え
っ
て
危
険
で
あ
る
と
い
う
こ
と
﹈
が
国
民
の
身
体
の
病
気
に
も
あ
て
は
ま

る
」。
ユ
ダ
ヤ
人
が
支
配
す
る
報
道
機
関
の
「
毒
」
は
、

わ
が
国
民
の
血
液
に
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
侵
入
し
、
作
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

国
家
は
、
病
気
を
制
す
る
ほ
ど
強
く
な
か
っ
た
」。
ユ
ダ
ヤ
人
は
「
常
に
他
の
人
々
の
身
体
の
寄
生
虫
」
で
あ
っ
た
（p

.25

）。
以
上
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
著
者
の
関
心
は

比
喩
的
表
現

に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。

R
in
g
m
a
r 2008

は
、
中
世
以
降
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
国
家
」
理
解
の
変
遷
を
、
中
国
・
日
本
に
お
け
る
「
国
家
」
理
解
に
も
触

れ
つ
つ
、
概
観
し
て
い
る
。
前
お
き
で
、
著
者
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

メ
タ
フ
ァ
ー
は
認
知
的
な
道
具
で
も
あ
る
（L

a
k
o
ff
 
a
n
d

 
Jo
h
n
so
n 1980;

Jo
h
n
so
n 1981

）。
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
メ
タ
フ
ァ
ー
は
、
我
々
が
世
界
を
体
系
化
す
る
の
を
助
け
る
﹇
中
略
﹈
政
治

に
お
い
て
、
メ
タ
フ
ァ
ー
は
し
ば
し
ば
、
エ
リ
ー
ト
が
批
判
を
押
さ
え
つ
け
、
人
々
に
身
の
程
を
思
い
知
ら
せ
る
の
に
用
い
る
道
具
で
あ
る
。

し
か
し
、
メ
タ
フ
ァ
ー
に
レ
ト
リ
カ
ル
な
使
用
法
が
あ
る
と
認
め
る
こ
と
は
、
我
々
が
メ
タ
フ
ァ
ー
な
し
で
済
ま
せ
得
る
と
言
う
こ
と
で
は

な
い
。
我
々
が
使
用
す
る
メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル
な
言
語
の
先
に
隠
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
そ
の
背
後
に
隠
れ
て
い
る
、
社
会
の
真
な
る
記
述
は

存
在
し
な
い
」（p
.57

）。
著
者
は
レ
イ
コ
フ
ら
の
議
論
に
言
及
す
る
が
、
結
局
着
目
し
て
い
る
の
は

比
喩
的
表
現

と
し
て
の
「
メ
タ

フ
ァ
ー
」
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
本
論
の
次
の
箇
所
に
も
現
れ
て
い
る
。
①
「
家
族
も
、
社
会
秩
序
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ

て
き
た
、
人
気
の
あ
る
メ
タ
フ
ァ
ー
で
あ
る
。﹇
中
略
﹈
し
ば
し
ば
支
配
者
た
ち
は
、
自
分
を
国
の
『
父
』
と
定
義
し
、
被
支
配
者
た
ち
を

年
齢
・
成
熟
度
が
様
々
で
あ
る
よ
う
な
『
子
供
』
と
定
義
す
る
こ
と
が
好
都
合
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
」（p

.60

）。
②
「
一
七
世
紀
後
半

以
降
人
気
が
あ
っ
た
﹇
中
略
﹈
重
要
な
メ
タ
フ
ァ
ー
は
、『
機
械
』
と
し
て
理
解
さ
れ
た
国
家
で
あ
る
﹇
中
略
﹈
一
八
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
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啓
蒙
専
制
君
主
た
ち
は
、
こ
の
メ
タ
フ
ァ
ー
を
特
に
好
ん
だ
」（p

.63

）。

以
上
、

比
喩
的
表
現

に
着
目
す
る
文
献
七
点
を
検
討
し
た
。
次
に
検
討
す
るH
id
a
lg
o T

en
o
rio 2009

及
びD

ru
la
k 2008

が
取
り

上
げ
て
い
る
表
現
に
は
、

比
喩
的
表
現

及
び
前
述
の
二
条
件
を
満
た
す
表
現
が
混
在
し
て
い
る
。

H
id
a
lg
o
 
T
en
o
rio

 
2009

は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
大
統
領
Ｍ
・
マ
ッ
カ
リ
ー
ス
（M

cA
leese

）
及
び
総
理
大
臣
Ｂ
・
ア
ハ
ー
ン

（A
h
ern

）
の
演
説
（
一
九
九
七
年
〜
二
〇
〇
七
年
）
に
お
け
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
と
ら
え
方
を
比
較
し
て
い
る
。

序
論
」
で
、
著
者
は
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

私
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
男
女
の
政
治
指
導
者
の
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
を
形
づ
く
る
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
を
考
察
す
る
。
す

な
わ
ち
、
表
現
で
、『
そ
の
﹇
使
用
が
﹈
慣
例
的
（co

n
v
en
tio
n
a
l

）、
無
意
識
的
、﹇
そ
し
て
﹈
通
常
気
づ
か
れ
な
い
』（﹇
﹈
は
原
文
｜
引

用
者
）（L

a
k
o
ff a

n
d T

u
rn
er 1989:

80

）
も
の
を
考
察
す
る
」（p

.112

）。

こ
の
論
文
に
は
、
前
述
の
二
条
件
を
満
た
す
表
現
を
取
り
上
げ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
（p

p
.126

127

参
照
）。
し
か
し
、

比
喩
的
表
現

を
取
り
上
げ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
マ
ッ
カ
リ
ー
ス
及
び
ア
ハ
ー
ン
の
演
説
の
分
析
（p

p
.121

132

）
の
約
三
分
の
一
（p

p
.121

124

）
は
、

ケ
ル
ト
の
虎
」
と
い
う

比
喩
的
表
現

に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
。
著
者
自
身
、
こ
れ
を
「
当
初
は
独
創
的
な
も
の
で
あ
っ
た
メ
タ

フ
ァ
ー
」
と
呼
ん
で
い
る
（p
.122

）。

ま
た
著
者
は
、

Ｘ
は
旅
」
と
い
う
「
旅
の
メ
タ
フ
ァ
ー
」
及
び
関
連
す
る
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
に
着
目
す
る
。
し
か
し
取
り
上
げ
て
い
る

表
現
は
、
マ
ッ
カ
リ
ー
ス
の
演
説
に
お
け
る
以
下
の
部
分
で
あ
る
。

①
「
我
々
自
身
の
完
成
そ
の
も
の
に
向
け
た
旅
と
し
て
の
…
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
観
念
」

②
「
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
、
長
い
道
を
旅
し
て
き
た
」

③
「
彼
ら
は
自
分
の
国
を
、
最
も
爽
快
な
、
平
和
の
旅
に
出
発
さ
せ
た
」

④
「
国
家
の
舵
を
と
っ
て
い
る
方
へ
の
乾
杯
に
唱
和
し
て
下
さ
い
」

⑤
「
平
等
主
義
的
な
共
和
国
の
偉
大
な
目
的
地
は
、
我
々
の
手
の
届
く
所
に
あ
る
」（p

p
.127

128

）。
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①
・
③
の
「
旅
」、
②
の
「
旅
し
て
き
た
」、
④
の
「
舵
を
と
っ
て
い
る
」、
及
び
⑤
の
「
目
的
地
」
は

比
喩
的
表
現

で
あ
る
。

D
ru
la
k
 
2008

は
、

メ
タ
フ
ァ
ー
に
着
目
し
た
国
際
政
治
研
究
は
方
法
的
に
充
分
に
発
達
し
て
い
な
い
ま
ま
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
に

立
ち
、

国
際
政
治
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
の
メ
タ
フ
ァ
ー
を
研
究
可
能
に
す
る
方
法
」
の
提
示
を
目
的
と
す
る
（p

.105

）。
そ
う
し
た
「
方
法
」

に
は
、

概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
の
演
繹
」、

メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル
な
表
現
の
探
索
」、

概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
の
修
正
」
な
ど
の
「
ス
テ
ッ
プ
」
が
含

ま
れ
る
（p

.107
）。
同
論
文
は
こ
れ
ら
の
「
ス
テ
ッ
プ
」
の
具
体
例
を
、D

ru
la
k 2006

（
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
・
加
盟
候
補
国
の
代
表
に
よ
る
演
説

七
四
点
か
ら
成
る
コ
ー
パ
ス
を
使
用
）
か
ら
引
い
て
い
る
（p
p
.109

112

）。

両
論
文
に
は
、
前
述
の
二
条
件
を
満
た
す
表
現
を
取
り
上
げ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
（D

ru
la
k 2008,

p
.112;

D
ru
la
k 2006,

p
.517

）。
し

か
し
、D

ru
la
k
 
2006

が

比
喩
的
表
現

の
分
類
法
を
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
に
適
用
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
よ
う
。
著
者
は
、

運
動
と

し
て
の
Ｅ
Ｕ
」
と
い
う
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
を
「
沈
殿
し
た
（sed

im
en
ted

）」、

容
器
の
平
衡
と
し
て
の
Ｅ
Ｕ
」
及
び
「
容
器
と
し
て
の
Ｅ

Ｕ
」
と
い
う
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
を
「
慣
例
的
（co

n
v
en
tio
n
a
l

）」、

新
し
い
中
世
と
し
て
の
Ｅ
Ｕ
」
及
び
「
企
業
と
し
て
の
Ｅ
Ｕ
」
と
い

う
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
を
「
非
慣
例
的
（u

n
co
n
v
en
tio
n
a
l

）」
と
呼
ん
で
い
る
（p

p
.512

516

）。
し
か
し
「
沈
殿
し
た
、
慣
例
的
、
非
慣
例

的
」
と
い
う
分
類
法
の
説
明
は
、

比
喩
的
表
現

に
即
し
て
行
っ
て
い
る
。
『
フ
ラ
ン
ス
は
ド
イ
ツ
と
同
盟
し
た
』
の
よ
う
な
沈
殿
し
た

メ
タ
フ
ァ
ー
は
、
メ
タ
フ
ァ
ー
と
了
解
さ
れ
る
こ
と
は
全
く
な
い
。﹇
中
略
﹈
そ
れ
は
、『
死
ん
だ
メ
タ
フ
ァ
ー
』
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る

﹇
中
略
﹈『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
に
は
三
つ
の
柱
が
あ
る
』
の
よ
う
な
慣
例
的
メ
タ
フ
ァ
ー
は
、
メ
タ
フ
ァ
ー
と
認
識
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、

﹇
中
略
﹈
さ
ら
に
説
明
を
加
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
対
照
的
に
、
非
慣
例
的
メ
タ
フ
ァ
ー
は
﹇
中
略
﹈
通
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

お
い
て
大
抵
は
理
解
さ
れ
な
い
。
た
と
え
ば
﹇
現
在
は
慣
例
化
し
て
い
る
﹈
Ｅ
Ｕ
の
柱
と
い
う
観
念
は
、
将
来
の
Ｅ
Ｕ
の
非
慣
例
的
な
描
写

の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
末
に
初
め
て
導
入
さ
れ
た
」（p

.507
）。
こ
の
箇
所
で
、D

ru
la
k
 
2006

は

比
喩
的
表
現

に

着
目
し
、
そ
の
分
類
法
を
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
に
適
用
し
て
い
る
。D

ru
la
k
 
2008

に
、
こ
う
し
た
点
を
撤
回
し
た
こ
と
を
示
す
箇
所
は
見
あ

た
ら
な
い
。

同
論
文
は
「
沈
殿
し
た
、
慣
例
的
、
非
慣
例
的
」
と
い
う
分
類
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
が
、

沈
殿
し
た
メ
タ
フ
ァ
ー
」
に
は
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言
及
し
て
い
る
（p

.110

）。）

以
上
、
着
目
し
て
い
る
表
現
が

字
義
通
り
の
意
味
を
持
つ
と
認
識
さ
れ
る

と
い
う
条
件
を
満
た
し
て
い
る
か
と
い
う
角
度
か
ら
、
諸

文
献
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
条
件
を
満
た
し
て
い
る
と
無
条
件
に
述
べ
得
る
も
の
は
な
い
と
考
え
る
。

二

表
現
と
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー

レ
イ
コ
フ
ら
に
よ
れ
ば
、

概
念
シ
ス
テ
ム
の
中
に
メ
タ
フ
ァ
ー
が
あ
る
」
の
で
、

メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル
な
表
現
」
が
成
り
立
つ
（L

a
-

k
o
ff a

n
d Jo

h
n
so
n 1980,

p
.6

）。
た
と
え
ば
、

痛
み
」（

目
標
」
概
念
）
の
要
素
と
「
存
在
物
」（

起
点
」
概
念
）
の
要
素
の
間
に
対
応

が
あ
る
故
に
、

痛
み
が
消・
え・
た・
」（L

a
k
o
ff a

n
d Jo

h
n
so
n 1980,

p
.50

）
と
い
う
表
現
が
成
り
立
つ
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
表
現
は
抽

象
概
念
「
痛
み
」
を
中
心
と
し
、
そ
れ
が
「
存
在
物
」
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
て
い
る
故
に
成
り
立
つ
。（

痛
み
が
消
え
た
」
は
、

抽
象

概
念
を
含
む
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
に
由
来
す
る

と
い
う
条
件
を
満
た
し
て
い
る
。）
そ
れ
故
、

痛
み
が
消
え
た
」
か
ら
、

痛
み
は
存
在
物

と
い
う
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
の
存
在
を
推
測
可
能
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
に
由
来
す
る
表
現
に
、

起
点
」
概
念
で
あ
る

「
存
在
物
」
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
に
注
意
し
よ
う
。

注
６
で
言
及
し
たC
ien
k
i 2005

は
、
米
国
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
候
補
者
討
論
に
つ
い
て
学
生
に
試
行
的
な
分
析
を
行
わ
せ
、
そ
の
結

果
に
関
し
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

学
生
た
ち
は
こ
れ
﹇

違
い
を
無
視
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
…
違
い
は
理
解
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
」
と
い
う
候
補
者
の
発
言
﹈
を
、『
道
徳
性
は
共
感
』﹇
中
略
﹈
を
直
接
表
す
﹇
中
略
﹈
メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル
な
表
現
と
し
て
選
ん
だ
。
し

か
し
﹇
中
略
﹈
道
徳
性
で
は
な
く
『
違
い
』
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
発
言
に
メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル
な
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
違
い

を
｜
無
視
あ
る
い
は
理
解
可
能
な
｜
存
在
物
（en

tity
 
o
r b

ein
g

）
と
特
徴
づ
け
る
こ
と
」
で
あ
る
（p

.286

）。
候
補
者
の
発
言
の
中
心
は

「
違
い
」
で
あ
り
、

無
視
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
等
は
、

違
い
」
が
「
存
在
物
」
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
て
い
る
故
の
表
現
で
あ
る
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｜
著
者
は
こ
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

但
し
、
候
補
者
討
論
の
分
析
本
体
に
お
い
て
は
、
著
者
は
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
に
由
来
す
る
表
現
に

着
目
し
て
い
な
い
。）

以
下
、

抽
象
概
念
を
含
む
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
に
由
来
す
る

と
い
う
条
件
を
満
た
し
て
い
る
か
と
い
う
角
度
か
ら
、
ま
ず
「
家
族
」
に

関
わ
る
文
献
二
点
を
検
討
し
、
次
に
「
メ
タ
フ
ァ
ー
」
を
特
定
す
る
手
順
に
関
わ
る
文
献
四
点
を
検
討
し
よ
う
。

家
族

A
d
a
m
s 2009

は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
米
国
の
選
挙
に
お
け
る
候
補
者
討
論
を
取
り
上
げ
、

核
家
族
」
に
関
わ
る
語
の
使
用
を
分

析
し
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、

こ
こ
で
詳
論
す
る
三
つ
の
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
は
、
討
論
に
お
け
る
候
補
者
家
族
へ
の
言
及
の
う
ち
、
極

め
て
多
数
の
も
の
を
説
明
し
て
い
る
」（p

p
.188

189

）。

概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
「
核
家
族
は
熟
達
（A

 
N
U
C
L
E
A
R
 
F
A
M
IL
Y
 
IS

９
）

M
A
S
T
E
R
Y

）」
に
由
来
す
る
表
現
と
し
て
、
以
下
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
（p

p
.188,

190
193

）。

①
「
ジ
ョ
ー
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
は
﹇
中
略
﹈
二
児
の
父
親
で
す
」（
傍
線
は
原
文
下
線
。
②
〜

に
つ
い
て
も
同
じ
｜
引
用
者
）

②
「
私
に
州
上
院
議
員
に
な
る
資
格
を
与
え
る
の
は
、
私
が
親
で
あ
り
、
夫
で
あ
り
、
ラ
ス
・
ヴ
ェ
ガ
ス
に
住
む
二
人
の
高
齢
者
の
息
子
で

あ
る
と
い
う
事
実
で
す
」

③
「
私
は
幸
運
に
も
、
愛
情
に
満
ち
た
家
族
の
一
員
で
す
」

④
「
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
氏
は
﹇
中
略
﹈
現
在
独
身
で
す
」、

Ｊ
・
Ｄ
・
ヘ
イ
ワ
ー
ス
は
﹇
中
略
﹈
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
立
大
学
で
学
び
、

夫
人
と
三
人
の
お
子
さ
ん
が
い
ま
す
」、

オ
ー
ウ
エ
ン
ズ
氏
に
は
、
夫
人
と
二
人
の
お
子
さ
ん
が
い
ま
す
」

⑤
「
こ
れ
﹇
選
挙
戦
﹈
が
終
わ
れ
ば
、
私
は
他
の
こ
と
﹇
核
家
族
を
つ
く
る
こ
と
﹈
に
取
り
か
か
る
つ
も
り
で
す
」

⑥
「
ホ
ー
ル
の
台
車
に
、
私
の
履
歴
を
書
い
た
カ
ー
ド
が
お
い
て
あ
り
ま
す
」

⑦
「
キ
ャ
ロ
ル
・
ラ
ミ
ラ
ン
ド
で
す
。
妻
で
あ
り
、
母
親
で
あ
り
、
教
師
で
す
」
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⑧
「
私
は
妻
で
あ
り
、
母
親
で
あ
り
、
農
業
者
で
す
」

⑨
「
彼
に
は
、
素
敵
な
夫
人
と
素
敵
な
お
子
さ
ん
と
立
派
な
家
族
が
い
ま
す
」、

彼
女
に
は
と
て
も
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
夫
ビ
ル
が
い
る

こ
と
を
、
私
は
知
っ
て
い
ま
す
。
彼
女
の
お
子
さ
ん
の
少
な
く
と
も
一
人
に
は
、
会
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
彼
女
に
も
、﹇
私
と
﹈
同
じ

よ
う
に
、
立
派
な
家
族
が
い
る
と
思
い
ま
す
」

以
上
の
①
、
②
、
④
、
⑥
、
⑦
、
及
び
⑧
に
お
い
て
、
抑
も
「
目
標
」
概
念
の
「
核
家
族
」
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら

は
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
「
核
家
族
は
熟
達
」
に
由
来
し
て
い
な
い
。
③
及
び
⑨
に
お
い
て
は
「
家
族
」
が
用
い
ら
れ
、
⑤
に
お
い
て
は
実
質
的

に
「
家
族
」
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
③
、
⑤
、
及
び
⑨
そ
れ
ぞ
れ
の
傍
線
部
か
ら
、

家
族
」
が
「
熟
達
」
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ

て
い
る
と
は
推
測
し
得
な
い
。
た
と
え
ば
③
の
「
幸
運
に
も
」、

愛
情
に
満
ち
た
」、
及
び
「
の
一
員
で
す
」
か
ら
、

家
族
」
が
「
熟
達
」

に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
て
い
る
と
は
推
測
し
得
な
い
。
従
っ
て
各
傍
線
部
は
、

家
族
」
が
「
熟
達
」
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
て
い
る
故
の

表
現
で
は
な
い
。

概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
「
地
元
で
生
ま
れ
た
こ
と
は
熟
達
（A

 
N
A
T
IV
E
 
B
IR
T
H
 
IS
 
M
A
S
T
E
R
Y

10
））」

に
関
し
て
は
、
以
下
の
表
現
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
（p

p
.195

196

）。

⑩
「
私
は
ア
リ
ゾ
ナ
生
ま
れ
で
す
﹇
中
略
﹈
テ
ン
ペ
生
ま
れ
の
妻
と
、
テ
ン
ペ
で
出
会
い
ま
し
た
。
彼
女
の
両
親
も
テ
ン
ペ
生
ま
れ
で
す
。

で
す
か
ら
、
私
は
こ
こ
テ
ン
ペ
に
あ
る
程
度
根
を
張
っ
て
い
る
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
」

「
私
た
ち
の
二
人
の
娘
は
、
幸
運
に
も
こ
こ
で
生
ま
れ
ま
し
た
…
で
す
か
ら
、
私
に
は
こ
こ
テ
ン
ペ
で
生
ま
れ
る
だ
け
の
先
見
の
明
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
あ
る
程
度
の
利
害
関
係
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」

⑩
の
「
ア
リ
ゾ
ナ
生
ま
れ
」、

テ
ン
ペ
生
ま
れ
」、
ま
た

の
「
こ
こ
で
生
ま
れ
ま
し
た
」、

こ
こ
テ
ン
ペ
で
生
ま
れ
る
」
は
、
上
記
の

概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
の
「
目
標
」
概
念
で
あ
る
「
地
元
で
生
ま
れ
た
こ
と
」
に
対
応
し
て
い
る
。
し
か
し
⑩
及
び

そ
れ
ぞ
れ
の
傍
線
部
か
ら
、

地
元
で
生
ま
れ
た
こ
と
」
が
「
熟
達
」
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
て
い
る
と
は
推
測
し
得
な
い
。
た
と
え
ば

の
「
先
見
の
明
は
あ
り
ま
せ
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ん
で
し
た
」
か
ら
、

こ
こ
テ
ン
ペ
で
生
ま
れ
る
﹇
こ
と
﹈」
が
「
熟
達
」
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
て
い
る
と
は
推
測
し
得
な
い
。
従
っ
て
各

傍
線
部
は
、

地
元
で
生
ま
れ
た
こ
と
」
が
「
熟
達
」
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
て
い
る
故
の
表
現
で
は
な
い
。

著
者
は
、
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
「
核
家
族
の
構
成
員
は
候
補
者
（N
U
C
L
E
A
R
 
F
A
M
IL
Y
 
A
R
E
 
C
A
N
D
ID
A
T
E
S

）」
も
取
り

上
げ
て
い
る
（p

p
.197

201

）。
し
か
し
「
核
家
族
の
構
成
員
」
は
、
レ
イ
コ
フ
ら
の
議
論
に
お
け
る
抽
象
概
念
で
は
な
い
。
従
っ
て
、

核

家
族
の
構
成
員
は
候
補
者
」
は
「
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
」
で
は
な
い
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
著
者
に
よ
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
表
現
が
、
提
示
さ
れ
て
い
る
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
に
由
来
し
て
い
な
い
場

合
が
あ
る
（
③
、
⑤
、
⑨
、
⑩
、
及
び

）。
ま
た
、
抑
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
表
現
に
、
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
の
「
目
標
」
概
念
が
含
ま

れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
（
①
、
②
、
④
、
⑥
、
⑦
、
及
び
⑧
）。
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
抽
象
概
念
が
含

ま
れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
。

A
h
ren

s a
n
d L

ee 2009

は
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
上
院
に
お
け
る
議
員
の
演
説
（
二
〇
〇
〇
年
〜
二
〇
〇
七
年
）
の
分
析
で
あ
る
。L

a
k
o
ff

 
1996 /2002

が
現
代
ア
メ
リ
カ
政
治
に
関
し
提
示
し
た
「
厳
格
な
父
親
（S

trict F
a
th
er

S
F

））
モ
デ
ル
」
及
び
「
育
成
的
な
親
（N

u
r-

tu
ra
n
t P

a
ren

t
N
P

））
モ
デ
ル
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
前
者
と
結
び
つ
く
主
た
る
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
は
、

道
徳
性
は
力
」
及
び
「
道

徳
性
は
権
威
」
で
あ
る
。
後
者
と
結
び
つ
く
主
た
る
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
は
、
「
道
徳
性
は
育
成
」
及
び
「
道
徳
性
は
共
感
」
で
あ
る
（p

.

63

）。議
員
が
何
れ
の
モ
デ
ル
に
依
拠
す
る
か
に
、
そ
の
所
属
政
党
の
違
い
・
性
別
は
影
響
す
る
か
｜
著
者
は
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

議
員
十
二
人
の
演
説
に
お
け
る
「
Ｓ
Ｆ
語
彙
素
（lex

em
e

）」
及
び
「
Ｎ
Ｐ
語
彙
素
」
の
使
用
頻
度
に
着
目
す
る
（p

p
.62

63,
65

）。

Ｓ

Ｆ
語
彙
素
」
は
「
Ｓ
Ｆ
モ
デ
ル
」
と
結
び
つ
く
語
彙
素
で
、
具
体
的
に
は
「
力
」
及
び
「
権
威
」、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
定
義
に
含
ま
れ
る

語
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
上
位
語
で
あ
る
。

権
威
」
の
定
義
に
含
ま
れ
る
語
の
一
例
は
、

権
利
」
で
あ
る
（p

.65

）。

Ｎ
Ｐ
語
彙
素
」
は
「
Ｎ

Ｐ
モ
デ
ル
」
と
結
び
つ
く
語
彙
素
で
、
具
体
的
に
は
「
育
成
」
及
び
「
共
感
」、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
定
義
に
含
ま
れ
る
語
及
び
そ
れ
ぞ
れ
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の
上
位
語
で
あ
る
。

育
成
」
の
定
義
に
含
ま
れ
る
語
・
「
育
成
」
の
上
位
語
の
一
例
は
、

配
慮
」
で
あ
る
（p

p
.65

66

）。

私
は
公
民
権

を
剥
奪
さ
れ
た
（d

isen
fra
n
ch
ised

）
有
権
者
の
投・
票・
す・
る・
権・
利・
（votin

g righ
ts

）
の
た
め
、
一
生
懸
命
戦
っ
て
き
ま
し
た
」
と
い
う
文

（p
.73

）
に
お
い
て
、

Ｓ
Ｆ
語
彙
素
」
が
一
点
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、

力
」
等
の
「
Ｓ
Ｆ
語
彙
素
」
及
び
「
育
成
」
等
の
「
Ｎ
Ｐ
語
彙
素
」
は
、

道
徳
性
は
力
」、

道
徳
性
は
育
成
」
等
の
概
念
メ

タ
フ
ァ
ー
の
「
起
点
」
概
念
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
彙
素
は
、

道
徳
性
」
が
「
力
」・

育
成
」
等
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
て
い

る
故
の
表
現
で
は
な
い
。
し
か
も
著
者
は
、
右
の
「
私
は
公
民
権
を
剥
奪
さ
れ
た
有
権
者
の
投・
票・
す・
る・
権・
利・
の
た
め
、
一
生
懸
命
戦
っ
て
き

ま
し
た
」
と
い
う
文
を
含
め
、
諸
演
説
か
ら
八
点
の
文
を
引
用
し
て
い
る
が
（p

p
.72

73

）、

道
徳
性
」
を
含
む
も
の
は
な
い
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
著
者
は
抑
も
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
の
「
目
標
」
概
念
を
含
む
文
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
な
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

「
メ
タ
フ
ァ
ー
」
を
特
定
す
る
手
順

最
後
に
、

メ
タ
フ
ァ
ー
」
を
特
定
す
る
手
順
に
重
き
を
お
く
文
献
四
点
を
取
り
上
げ
よ
う
。

S
tefa

n
o
w
itsch a

n
d G

o
sch

ler 2009

は
、

メ
タ
フ
ァ
ー
の
概
念
理
論
（L

a
k
o
ff a

n
d Jo

h
n
so
n 1980,

L
a
k
o
ff a

n
d T

u
rn
er 1989,

L
a
k
o
ff 1993

）」
を
前
提
に
、
話
者
の
男
女
の
別
及
び
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
違
い
に
よ
り
「
空
間
的
メ
タ
フ
ァ
ー
」
の
使
用
頻
度
は
異
な
る
か
、

と
い
う
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
る
（p

p
.166

170

）。
使
用
し
て
い
る
の
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
議
事
録
で
あ
る
（p

p
.168,

172

）。

著
者
が
議
事
録
中
の
「
空
間
的
メ
タ
フ
ァ
ー
」
を
特
定
す
る
手
順
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
議
事
録
か
ら
「
空
間
的
名
詞
」（

目
的
地
」

な
ど
）、

空
間
的
動
詞
」（

行
く
」
な
ど
）、
及
び
「
空
間
的
前
置
詞
」（

の
前
に
」
な
ど
）
を
取
り
出
す
。
そ
し
て
、
﹇
当
の
語
を
含
む

文
の
﹈
真
理
条
件
」
が
「
具
象
物
（co

n
crete o

b
ject

）
の
位
置
、
あ
る
い
は
位
置
の
変
化
、
へ
の
言
及
」
を
必
要
と
し
な
け
れ
ば
、
当

の
語
を
「
空
間
的
メ
タ
フ
ァ
ー
」
と
判
断
す
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
議
事
録
中
の
「
彼
は
経
済
原
則
に
基
づ
い
て
、
す
な
わ
ち
割
当
を
用

い
て
、
こ
の
目
標
に
到
達
す
る
（erreich

en

）
こ
と
を
提
案
し
た
」
に
お
け
る
「
到
達
す
る
」
は
、

空
間
的
メ
タ
フ
ァ
ー
」
で
あ
る
。

「
こ
の
文
が
真
で
あ
る
た
め
に
は
、
参
加
者
の
誰
も
空
間
的
位
置
を
変
え
る
必
要
は
な
い
」
か
ら
で
あ
る
（p

p
.170

173

）。
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こ
の
文
に
お
け
る
「
到
達
す
る
」
は
、
抽
象
概
念
「
目
標
」
が
「
目
的
地
」
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
｜
こ
の
よ

う
に
解
釈
す
れ
ば
、

到
達
す
る
」
は
、
レ
イ
コ
フ
ら
の
議
論
に
お
け
る
「
メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル
な
表
現
」
で
あ
る11

）。
著
者
の
手
順
に
基
づ
い

て
「
空
間
的
メ
タ
フ
ァ
ー
」
と
判
断
さ
れ
る
語
は
、

メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル
な
表
現
」
で
も
あ
り
得
る
。
し
か
し
、

彼
女
は
見
え
な
い
昇
進
の

壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
（sh

e rea
ch
ed a g

la
ss ceilin

g

）」
に
お
け
るrea
ch
ed

を
考
え
よ
う
。
こ
れ
は
「
空
間
的
メ
タ
フ
ァ
ー
」
で
は
あ
る
。

し
か
し
こ
の
文
に
抽
象
概
念
は
含
ま
れ
ず
、rea

ch
ed

は
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
に
由
来
す
る
表
現
で
は
な
い
。

空
間
的
メ
タ
フ
ァ
ー
」
に
は
、

レ
イ
コ
フ
ら
の
議
論
に
お
け
る
「
メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル
な
表
現
」
で
な
い
も
の
も
含
ま
れ
る
。

次
に
、P

ra
g
g
leja

z G
ro
u
p 2007

が
提
示
し
た
「
メ
タ
フ
ァ
ー
特
定
手
順
」
を
用
い
る
研
究
三
点
を
取
り
上
げ
よ
う
。

C
ien
k
i 2008

は
、

概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
理
論12

）」
が
政
治
研
究
に
従
来
ど
の
よ
う
に
応
用
さ
れ
て
き
た
か
、
そ
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
応
用

さ
れ
得
る
か
、
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
素
材
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
米
国
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
候
補
者
討
論
の
記
録
か
ら
抽
出
さ
れ
た
、

メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル
な
表
現
」
を
含
む
文
で
あ
る
。

K
o
ller

 
a
n
d
 
S
em
in
o
 
2009

及
びS

em
in
o
 
a
n
d
 
K
o
ller

 
2009

は
、

概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
理
論
（L

a
k
o
ff a

n
d
 
Jo
h
n
so
n
 
1980;

K
o
v
ecses 2002

）」
と
「
社
会
構
築
主
義
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
（S

u
n
d
erla

n
d
 
2004

）」
を
組
み
合
わ
せ
、

男
女
の
政
治
家
の
メ
タ

フ
ァ
ー
選
択
に
お
け
る
相
違
と
類
似
性
を
﹇
中
略
﹈
説
明
す
る
こ
と
を
試
み
る
」（S

em
in
o
 
a
n
d
 
K
o
ller

 
2009,

p
.36

）。K
o
ller

 
a
n
d

 
S
em
in
o
 
2009

は
ド
イ
ツ
の
政
治
家
の
演
説
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、S

em
in
o
 
a
n
d
 
K
o
ller 2009

は
イ
タ
リ
ア
の
政
治
家
の
演
説
・
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
か
ら
、

メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル
な
表
現
」
を
抽
出
し
て
い
る
。

さ
て
、
三
つ
の
論
文
何
れ
も
、

メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル
な
表
現
」
を
抽
出
す
る
に
あ
た
り
、P

ra
g
g
leja

z G
ro
u
p
 
2007

が
提
示
し
た
「
メ

タ
フ
ァ
ー
特
定
手
順
」
を
用
い
て
い
る
（C

ien
k
i 2008,

p
p
.247

248,
250;

K
o
ller a

n
d S

em
in
o 2009,

p
.16;

S
em
in
o a

n
d K

o
ller

 
2009,

p
.40

）。
こ
れ
は
、

語
彙
単
位
の
文
脈
上
の
意
味
が
、
そ
の
基
礎
的
な
意
味
と
対
照
的
で
あ
る
が
、
前
者
が
後
者
と
の
比
較
に
よ
り

理
解
可
能
で
あ
る
」
場
合
、
当
該
文
脈
中
の
そ
の
「
語
彙
単
位
」
を
「
メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル
」
な
も
の
と
判
断
す
る
、
と
い
う
手
順
で
あ
る
。
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文
脈
上
の
意
味
」
と
「
基
礎
的
な
意
味
」
が
相
異
な
る
場
合
、
後
者
は
「
よ
り
具
体
的
で
あ
る
﹇
中
略
﹈、
身
体
行
動
に
関
係
す
る
、
よ
り

精
密
で
あ
る
﹇
中
略
﹈、
歴
史
的
に
先
行
す
る
」（P

ra
g
g
leja

z G
ro
u
p 2007,

p
.3

）。

P
ra
g
g
leja

z G
ro
u
p
 
2007

は
、
こ
の
手
順
を
次
の
文
に
適
用
し
て
い
る
。

F
o
r y

ea
rs,

S
o
n
ia
 
G
a
n
d
h
i h
a
s stru

g
g
led
 
to
 
co
n
-

v
in
ce In

d
ia
n
s th

a
t sh

e is fit to w
ea
r th

e m
a
n
tle o

f th
e p
o
litica

l d
y
n
a
sty in

to w
h
ich sh

e m
a
rried

,
let a

lo
n
e to b

eco
m
e

 
p
rem

ier

（
ソ
ニ
ア
・
ガ
ン
ジ
ー
は
、
嫁
ぎ
先
の
政
治
王
朝
の
継
承
に
彼
女
が
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
を
イ
ン
ド
人
に
納
得
さ
せ
よ
う
と
、
長
年

四
苦
八
苦
し
て
き
た
。
首
相
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
を
納
得
さ
せ
よ
う
と
四
苦
八
苦
し
て
き
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
）」。
そ
し
て

stru
g
g
led

、fit

、w
ea
r

、m
a
n
tle

、d
y
n
a
sty

、
及
びin
to

を
、

メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル
」
な
も
の
と
判
断
し
て
い
る
（p

p
.3,

5
6,
8
11

）。

レ
イ
コ
フ
ら
の
観
点
か
ら
は
、in

to

は
、d

y
n
a
sty

概
念
の
「
容
器
」
概
念
に
基
づ
く
構
築
に
由
来
す
る
「
メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル
な
表
現
」
で

あ
ろ
う13

）。
し
か
しstru

g
g
led

及
びfit
は
、
抽
象
概
念
に
関
し
て
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
に
由
来
す
る
表
現
で
は
な
い
。

W
ea
r th

e m
a
n
tle

及
びd

y
n
a
sty

は

比
喩
的
表
現

で
あ
る
。

以
上
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、P

ra
g
g
leja

z G
ro
u
p 2007

の
「
メ
タ
フ
ァ
ー
特
定
手
順
」
に
基
づ
い
て
「
メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル
」
と
判
断
さ

れ
る
表
現
に
は
、
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
に
由
来
し
な
い
表
現
及
び

比
喩
的
表
現

が
混
在
す
る
。
従
っ
て
前
記
の
三
つ
の
論
文
が
抽
出
す
る

「
メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル
な
表
現
」
に
も
、
そ
れ
ら
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
着
目
し
て
い
る
表
現
が

抽
象
概
念
を
含
む
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
に
由
来
す
る

と
い
う
条
件
を
満
た
し
て
い
る
か
と
い
う
角
度
か

ら
、
諸
文
献
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
条
件
を
満
た
し
て
い
る
と
無
条
件
に
述
べ
得
る
も
の
は
な
い
と
考
え
る
。

お

わ

り

に

最
近
の
諸
文
献
を
検
討
し
、
言
語
表
現
に
関
し
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
論
が
提
示
す
る
三
分
法
が
充
分
に
活
か
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
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た
。

諸
文
献
か
ら
は
、

比
喩
的
表
現

に
対
す
る
関
心
の
強
さ
、
ま
た
、
抽
象
概
念
を
中
心
と
す
る
表
現
に
対
す
る
関
心
の
弱
さ
が
う
か

が
わ
れ
る
。）
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
論
を
政
治
的
言
語
の
考
察
に
適
用
す
る
際
、
焦
点
を
合
わ
せ
る
べ
き
は

抽
象
概
念
を
含
む
概
念
メ
タ

フ
ァ
ー
に
由
来
し
、
字
義
通
り
の
意
味
を
持
つ
と
認
識
さ
れ
る
表
現

で
あ
る
と
い
う
点
を
確
認
し
得
た
と
考
え
る
。

最
後
に
、
前
記
の
三
分
法
か
ら
成
る
枠
組
み
に
即
し
政
治
的
言
語
を
考
察
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
、
締
め
く
く
り
と
し
よ
う
。

抽
象
概
念
を
含
む
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
に
由
来
し
、
字
義
通
り
の
意
味
を
持
つ
と
認
識
さ
れ
る
表
現

が
、
そ
の
抽
象
概
念
に
対
応
す
る

抽
象
物
に
関
し
て
使
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ば
「
大
き
な
権
力
」
は
、

権
力
は
存
在
物

と
い
う
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
に
由
来
し
、

字
義
通
り
の
意
味
を
持
つ
と
認
識
さ
れ
る
表
現
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
権
力
と
い
う
抽
象
物
に
関
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
レ
イ
コ
フ
ら
の
議
論
に
従
え
ば
、
抽
象
概
念
に
対
応
す
る
抽
象
物
（

メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル
な

物
」）
は
、
抽
象
概
念
の
「
存
在
物
」
に
基
づ
く
構
築
を
通
じ
措
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
政
治
的
「
現
実
」
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る

抽
象
物
は
、
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
に
基
礎
を
持
つ
。
言
い
換
え
れ
ば
、
政
治
的
「
現
実
」
に
は
、
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
を
通
じ
て
構
成
さ
れ
る
側

面
が
あ
る
。

か
く
て
、
個
々
の
言
語
表
現
を
手
が
か
り
に
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
を
特
定
す
る
こ
と
は
、
政
治
的
「
現
実
」
の
一
側
面
｜
意
識
さ
れ
な
い
ま

ま
構
成
さ
れ
る
側
面
｜
を
浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
の
一
手
段
を
成
す
。
ま
た
、
そ
う
し
た
表
現
を
手
が
か
り
に
特
定
し
た
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー

の
批
判
的
検
討
は
、
政
治
的
「
現
実
」
の
批
判
的
検
討
の
一
手
段
を
成
す
。
前
記
の
三
分
法
か
ら
成
る
枠
組
み
を
政
治
的
言
語
の
考
察
に
活

か
す
こ
と
は
、
政
治
的
「
現
実
」
の
記
述
及
び
批
判
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

１
）
以
下
は
、

比
喩
的
表
現

に
焦
点
を
合
わ
せ
た
研
究
の
例
で
あ
る
（
括
弧
内
は
、
当
該
文
献
の
着
目
点
で
あ
る
）。N

o
v
ek
 
1992

（

読
み
書
き
能

力
に
関
す
る
極
め
て
狭
い
、
不
完
全
な
見
方
」
と
結
び
つ
く
「
比
喩
的
表
現
」（p

p
.223,

230

））、P
a
n
ca
k
e 1993

（

説
得
の
道
具
」（p

.282

）
と
し
て

の
表
現
）、E

lw
o
o
d
 
1995

（

麻
薬
に
対
す
る
戦
争
」
と
い
う
「﹇
一
九
八
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
﹈
大
統
領
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
お
け
る
メ
タ
フ
ァ
ー
」

（法政研究78-３- ）102 448

論 説



（p
.106

））、O
’B
rien

 
2003

（

移
民
を
中
傷
す
る
よ
う
に
考
案
さ
れ
た
メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル
な
言
語
」（p

.35

））、C
h
a
rteris-B

la
ck
 
2005

（

語
句
の
使

用
の
、
そ
れ
が
生
ず
る
と
予
期
さ
れ
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
あ
る
い
は
領
域
か
ら
、
そ
れ
が
生
ず
る
と
予
期
さ
れ
な
い
別
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
あ
る
い
は
領
域
へ

の
移
行
﹇
中
略
﹈
か
ら
結
果
す
る
」
も
の
と
し
て
の
「
メ
タ
フ
ァ
ー
」
（p

.14

））。

２
）
認
知
意
味
論
諸
分
野
の
概
観
の
中
で
彼
ら
の
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
論
を
取
り
上
げ
て
い
る
文
献
と
し
て
、﹇
松
本

二
〇
〇
三
年
﹈
及
び
﹇
深
田
・
仲
本

二
〇
〇
八
年
﹈
参
照
。

３
）L

a
k
o
ff a

n
d Jo

h
n
so
n 1980,

p
p
.3,
5,
8
10,

50,
53,

59
60,

85,
115,

119,
144

145;
L
a
k
o
ff 1987,

p
p
.295

296;
L
a
k
o
ff a

n
d T

u
rn
er 1989,

p
p
.62

63;
L
a
k
o
ff 1993,

p
p
.203

205,
226,

244
245;

L
a
k
o
ff 1994,

p
.42;

L
a
k
o
ff 1996,

p
.60;

L
a
k
o
ff a

n
d Jo

h
n
so
n 1999,

p
p
.3,
52

53,
73,

497;
L
a
k
o
ff a

n
d N

u
n
ez 2000,

p
p
.39,

46;
L
a
k
o
ff a

n
d Jo

h
n
so
n 2003,

p
p
.252

253,
272.

詳
細
に
つ
い
て
は
、﹇
大
河
原

二
〇
〇
九
年
（
一
〇

一
｜
一
〇
六
頁
）﹈
及
び
﹇
大
河
原

二
〇
一
一
年
（
七
二
｜
七
五
頁
）﹈
参
照
。

４
）
レ
イ
コ
フ
ら
の
議
論
に
従
え
ば
、

抽
象
概
念
を
含
む
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
に
由
来
す
る

と
い
う
条
件
を
満
た
す
表
現
は
、

字
義
通
り
の
意
味
を
持

つ
と
認
識
さ
れ
る

と
い
う
条
件
を
満
た
す
。
こ
れ
ら
二
つ
の
条
件
は
、
別
個
の
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
レ
イ
コ
フ
ら
の
議
論
に
依
拠
す
る
と
い
う

外
観
を
持
つ
文
献
に
お
い
て
、
着
目
さ
れ
て
い
る
表
現
が
比
喩
的
な
も
の
で
あ
る
場
合
が
あ
る
。
そ
う
し
た
場
合
、
着
目
さ
れ
て
い
る
表
現
と
概
念
メ
タ

フ
ァ
ー
の
関
係
を
検
討
す
る
ま
で
も
な
く
、
そ
の
文
献
は
実
質
的
に
レ
イ
コ
フ
ら
の
議
論
に
依
拠
し
て
い
な
い
と
判
断
可
能
で
あ
る
。
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー

と
の
関
係
の
検
討
を
必
要
と
し
な
い
表
現
と
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
表
現
の
区
別
は
、
諸
文
献
を
整
理
す
る
上
で
有
用
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
こ
で
は

字
義
通
り
の
意
味
を
持
つ
と
認
識
さ
れ
る

と
い
う
条
件
を
、

抽
象
概
念
を
含
む
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
に
由
来
す
る

と
い
う
条
件
か
ら
独
立
さ
せ
て
い

る
。レ

イ
コ
フ
ら
の
議
論
に
対
す
る
批
判
で
、
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
に
由
来
す
る
表
現
を
、
被
験
者
は
必
ず
し
も
そ
の
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
に
即
し
て
理
解
し
な

い
と
い
う
実
験
結
果
を
示
す
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
実
験
に
用
い
ら
れ
て
い
る
表
現
に
、
本
文
で
述
べ
た
二
条
件
を
満
た
さ
な
い
も
の
が
含

ま
れ
て
い
る
（G

lu
ck
sb
erg

,
B
ro
w
n
,
a
n
d M

cG
lo
n
e 1993,

p
.
719;

M
cG
lo
n
e 1996,

p
p
.561

562;
G
lu
ck
sb
erg a

n
d M

cG
lo
n
e 1999,

p
.1546;

K
ey
sa
r,
S
h
en
,
G
lu
ck
sb
erg

,
a
n
d H

o
rto
n 2000,

p
p
.580

582
）。
そ
れ
故
、
そ
う
し
た
批
判
は
説
得
力
を
欠
い
て
い
る
。

L
eezen

b
erg 2001

は
、L

a
k
o
ff a

n
d Jo

h
n
so
n 1980

が
挙
げ
る
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
に
、
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
『
心
は
機
械
』

あ
る
い
は
『
心
は
砕
け
や
す
い
物
体
』
の
よ
う
な
概
念
は
、
我・
・々

は・
活・
力・
を・
失・
い・
つ・
つ・
あ・
る・
、
彼・
は・
泣・
き・
崩・
れ・
た・
、
彼・
は・
精・
神・
的・
に・
参・
っ・
て・
し・
ま・
っ・
た・
と

い
う
文
に
含
ま
れ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
文
に
お
い
て
心
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
必
ず
し
も
含
意
さ
れ
て
い
な
い
」（p

.140

）。

こ
れ
は
的
確
な
指
摘
で
あ
ろ
う
。

レ
イ
コ
フ
ら
の
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
論
に
対
す
る
批
判
全
般
に
つ
い
て
、﹇
大
河
原

二
〇
〇
九
年
（
一
〇
六
ー
一
一
二
頁
）﹈
参
照
。

５
）S

em
in
o
 
2008

は
、
政
治
だ
け
で
な
く
文
学
、
科
学
・
教
育
な
ど
の
領
域
も
取
り
上
げ
て
い
る
。
同
書
に
は
、
注
６
で
簡
単
に
言
及
す
る
に
と
ど
め
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る
。

６
）
諸
文
献
（
本
文
で
言
及
し
た
書
籍
三
点
を
除
く
）
を
概
観
し
よ
う
。

以
下
は
、
レ
イ
コ
フ
ら
の
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
論
に
（
少
な
く
と
も
部
分
的
に
）
依
拠
す
る
と
い
う
外
観
を
持
つ
も
の
の
、

字
義
通
り
の
意
味
を
持
つ

と
認
識
さ
れ
る
表
現

で
は
な
く
、

比
喩
的
表
現

に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
（
括
弧
内
は
、

比
喩
的
表
現

に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
を
示
す

箇
所
で
あ
る
）。
対
外
政
策
に
関
す
るS

h
im
k
o 1994

（p
p
.656,

658,
660,

662
663,

666

）
及
び

S
h
im
k
o 2004

（p
p
.202,

206
207,

210
212

）、

難
民
・
移
民
を
め
ぐ
る
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
に
関
す
るE

l R
efa

ie 2001

（p
p
.354,

359
360,

368

）、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
デ
ィ
ス
コ
ー
ス

に
関
す
るL

u
le 2004

（p
p
.182,

184
187

）
及
びE

u
b
a
n
k
s 2005

（p
.184

）、
勢
力
均
衡
に
関
す
るL

ittle 2007

（p
.33

）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
め
ぐ
る

デ
ィ
ス
コ
ー
ス
に
関
す
るM

u
so
lff 2008

（p
p
.317

318

）。
な
お
、
本
文
で
述
べ
た
二
条
件
を
満
た
す
表
現
及
び

比
喩
的
表
現

の
両
者
を
取
り
上

げ
て
い
る
文
献
と
し
て
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
に
関
す
るK

o
v
ecses 1994

（p
p
.117

127

）、
冷
戦
・
冷
戦
後
の
デ
ィ
ス

コ
ー
ス
に
関
す
るS

ch
a
ffn
er
 
1995

（p
p
.82

85,
89

）、
及
び
テ
ク
ス
ト
の
「
ス
タ
イ
ル
」
と
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
に
関
す
るW

o
lf
 
a
n
d
 
P
o
lzen

-

h
a
g
en 2003

（p
p
.255,

264
）
が
あ
る
。

以
下
は
、
レ
イ
コ
フ
ら
の
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
論
に
（
少
な
く
と
も
部
分
的
に
）
依
拠
す
る
と
い
う
外
観
を
持
つ
も
の
の
、

抽
象
概
念
を
含
む
概
念
メ

タ
フ
ァ
ー
に
由
来
す
る

と
い
う
条
件
を
満
た
さ
な
い
表
現
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
（
括
弧
内
は
、
そ
う
し
た
表
現
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
を

示
す
箇
所
で
あ
る
）。
対
外
政
策
の
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
に
関
す
るL

a
k
o
ff
 
1992

p
.464

）、

ゲ
ー
ム
と
遊
び
の
メ
タ
フ
ァ
ー
」
に
関
す
るC

h
in
g
 
1993

（p
p
.56

57

）、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
に
関
す
るS

a
n
d
ik
cio
g
lu 2000

（p
p
.308

317

）、
銃
規
制
を
求
め
る
運
動
に
関
す
る

H
a
y
d
en 2003

（p
p
.

202,
206,

207

）、
選
挙
に
お
け
る
候
補
者
討
論
に
関
す
るC

ien
k
i 2004

（p
p
.414,

417,
420

）
及
び

C
ien
k
i 2005

（p
p
.287,

290
291

）、
観
念
の
伝

播
・
普
及
に
関
す
るC

h
ilto

n 2005

（p
p
.35

37

）。
な
おL

a
k
o
ff 1996 /2002

は
、

抽
象
概
念
を
含
む
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
に
由
来
す
る

と
い
う
条
件

を
満
た
さ
な
い
表
現
（p
p
.5
6,
62,

71,
92,

114

）
及
び

比
喩
的
表
現

p
p
.56

57,
71,

88

）
の
両
者
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

取
り
上
げ
て
い
る
諸
表
現
中
、
本
文
で
述
べ
た
二
条
件
を
満
た
す
表
現
、

比
喩
的
表
現

、
及
び

抽
象
概
念
を
含
む
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
に
由
来
す

る

と
い
う
条
件
を
満
た
さ
な
い
表
現
が
混
在
す
る
文
献
と
し
て
、
以
下
が
あ
る
。
安
全
保
障
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
め
ぐ
る
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
に
関
す
る

T
h
o
rn
b
o
rro

w
 
1993

（p
p
.106

107,
111,

113
115

）、
対
外
政
策
の
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
に
関
す
るC

h
ilto

n a
n
d L

a
k
o
ff 1995

（p
p
.41,43

44,49,51,

53
55

）、
一
九
九
一
年
の
湾
岸
戦
争
を
め
ぐ
る
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
に
関
す
るR

o
h
rer 1995

（p
p
.117,

118
120,

124,
128

）、
冷
戦
及
び
そ
の
終
結
時
の

デ
ィ
ス
コ
ー
ス
に
関
す
るC

h
ilto

n 1996

（p
p
.62,

65,
67,

70
71,

91,
100,

112
113,

138
152,

193,
195,

264,
430

433

）、
ア
メ
リ
カ
の
対
外
政
策

過
程
を
め
ぐ
る
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
に
関
す
るM

illik
en
 
1996

（p
p
.220

223

）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
を
め
ぐ
る
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
に
関
す
る

S
ch
a
ffn
er 1996

（p
p
.37

43,
43

51,
53

55

）、
移
民
を
め
ぐ
る
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
に
関
す
るS

a
n
ta A

n
a 2002

（p
p
.74,

83,
89,

176,
183,

196,
203,

208,
231

等
々
）、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
に
関
す
るW

h
ite a

n
d H

errera 2003

（p
p
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